
　今から十数年前、アニメ化された『ONE-PIECE』
が初めてテレビ放映されたのを偶然に観たときの
ショックは忘れられない。家族向けの番組―『サザ
エさん』とか『ちびまるこちゃん』とか ―が放映さ
れるゴールデンタイムに、ルフィーとかナミさんら
登場人物たちの幼少時代の回想で、幼い子どもたち
に対してこれでもかこれでもかと容赦なくふるわれ
る暴力が描かれていたことに愕然とし、同時に、そ
れまでとは違うアニメが登場したのかもと錯覚し
た、ウブな自分がいたのだった。無知をさらすよう
で恥ずかしいし、弁解がましい気がしないでもない
けれど、さすがに小学生や中学生が観たり読んだり
するものには、あまり暴力や性は描かれないでしょ。
　そんな肌合い（「えっ、いいの？こんなの？」といっ
た感覚）をもった物語として、舞城王太郎の『煙か
土か食い物』が頭に浮かんでくる。ミステリーもの
で、海外勤務だった外科医が帰国した際に、自分の
故郷で起きた残忍な連続殺人事件を解決する話だっ
たと思うが、やはり記憶に残るのは、物語にあふれ
る暴力と凄惨さ、そしてそれを支える語り口だった。
これまでライトノベルで育ってきた 20 世紀末少年
少女やゼロ年代少年少女にはきっとショックな内容

ではなかろうかと懸念するので、『バッテリー』と
か『桐島、部活やめるってよ』系の人たちには、卒
倒する覚悟で読んでもらわなくてはならない。
　そして、このミステリーで免疫ができたら手に
とって読むべきは、ウィリアム・フォークナーの『サ
ンクチュアリ』だろう。いや、フォークナーの作品
ならどれを手にとってもらってもかまわないのだ
が、とりあえず一冊となれば、読みやすい当作品だ
ろうと思う。とはいえ、暴力あり、凄惨さあり、と
にもかくにも未成年お断りものが連続するのだか
ら、卒倒するどころか、心臓マヒを起こしてしまう
かもしれない。だが、それもまた人間のなせるわざ
を描いたものであるし、そのような「お断りもの」
によってでないとわかってもらえない人間の暗黒面
もあることを感じとることができるのではないだろ
うか。
　そこからライトノベルに戻るのもいい。そのいく
つかに描かれるイジメの陰湿さに、肉体的成長と精
神的成長の不均衡なバランスに気まずさや居心地の
悪さを感じているものたちへのまなざしも見えてく
ることだろう。
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